
佐々町水道課

令 和 5 年 度 上 半 期

水 道 事 業 業 務 状 況 書

自 令和5年 4月 １日
至 令和5年 9月30日



業務量

事項
年間予定

A

前年同期
実績

B

上半期
C

下半期
D

計
C+D=E

増減
E-B

増減率

給水戸数 6,000件 6,381件 6,456件 － 6,456件 75件 101.18%

年間総配水量 2,341,000m3 1,187,342m3 1,211,646m3 － 1,211,646m3 24,304m3 102.05%

一日平均配水量 6,400m3 6,488m3 6,621m3 － 6,621m3 133m3 102.05%

金額

1,485,000

17,710,000

2,277,000

23,457,500

9,160,800

17,534,000

2,156,000

47,630,000

3,454,000

8,492,000

1,529,000

37,620,000

10,736,000

31,108,000

1．事業の概況
（1）業務に関する事項

(2)主な建設改良事業

契約日

令和5年4月28日浄水場pH計更新工事 経年劣化に伴う更新

令和5年9月28日

令和5年9月28日

令和5年5月12日

令和5年5月29日

令和5年6月19日

令和5年6月19日

令和5年6月20日

令和5年6月20日

令和5年6月27日

令和5年6月27日

令和5年7月10日

令和5年8月10日

林道木場神田線配水管新設工事 平野系の水道施設強化

2号ろ過池GLFコントロールユニット更新工事 経年劣化に伴う更新

町道東町線支-6舗装復旧工事 配水管更新工事に伴う舗装

中央配水池向け送水流量計更新工事 経年劣化に伴う更新

牟田原配水池配水流量計新設工事 漏水早期発見のための新設

町道川尻線配水管更新工事 経年劣化に伴う更新

使用停止施設解体工事 未使用の水道施設解体

町道中央海岸線配水管更新工事（2工区） 経年劣化に伴う更新

県道佐世保鹿町線配水管新設工事
近年輻輳した給水管からの漏水多発
に対応するための配水管新設

町道大岳線送配水管新設工事 平野系の水道施設強化

令和5年9月7日

水道事業業務状況書
（令和5年4月1日～令和5年9月30日）

　佐々町水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例第7条第2項の規定により、令和5年度上半期の業務の状況を次のと
おり公表します。

当期において発注した主な工事は以下のとおりである。
工事名

千本減圧井築造工事（その2）
千本ポンプ所及びパーチェ里山ポンプ
所の給水方式を加圧給水方式から自
然流下方式に変更

里山地区配水管更新工事 経年劣化に伴う更新

千本減圧井築造工事（その1）
千本ポンプ所及びパーチェ里山ポンプ
所の給水方式を加圧給水方式から自
然流下方式に変更

施工内容



2．経理の状況

(1)予算の執行状況（税込み)

①当期期間中の収益的収入の状況 （単位：千円)

区分 予算額
前年同期
執行額

上半期 下半期 計
前年同期との

比較増減

営業収益 350,458 179,965 179,497 ― 179,497 △ 468

営業外収益 23,771 69 17 ― 17 △ 52

特別利益 2 0 0 ― 0 0

計 374,231 180,034 179,514 ― 179,514 △ 520

②当期期間中の収益的支出の状況 （単位：千円)

区分 予算額
前年同期
執行額

上半期 下半期 計
前年同期との

比較増減

営業費用 321,941 73,265 56,939 ― 56,939 △ 16,326

営業外費用 6,624 2,677 2,852 ― 2,852 175

特別損失 2 0 0 ― 0 0

予備費 45,664 0 0 ― 0 0

計 374,231 75,942 59,791 ― 59,791 △ 16,151

③当期期間中の資本的収入の状況 （単位：千円)

区分 予算額
前年同期
執行額

上半期 下半期 計
前年同期との

比較増減

他会計支出金 1,330 0 531 ― 531 531

補償金 1 0 0 ― 0 0

企業債 269,700 0 0 ― 0 0

企業債
(繰越分）

33,400 0 0 ― 0 0

計 304,431 0 531 ― 531 531

④当期期間中の資本的支出の状況 （単位：千円)

区分 予算額
前年同期
執行額

上半期 下半期 計
前年同期との

比較増減

建設改良費 378,441 91,148 18,712 ― 18,712 △ 72,436

建設改良費
(繰越分）

79,096 118,255 33,898 ― 33,898 △ 84,357

企業債償還金 104,636 34,773 50,259 ― 50,259 15,486

計 562,173 244,176 102,869 ― 102,869 △ 141,307



(2)損益計算書 単位：円
(税抜き)

1．営業収益
（1） 給水収益 162,868,406
（2） 受託工事収益 0
（3） 他会計負担金 0
（4） その他営業収益 426,013 163,294,419

2．営業費用
（1） 原水及び浄水費 17,593,231
（2） 配水及び給水費 6,453,561
（3） 受託工事費 0
（4） 総係費 29,311,942
（5） 減価償却費 0
（6） 資産減耗費 0 53,358,734

営業利益 109,935,685

3．営業外収益

（1） 受取利息及び配当金 0
（2） 他会計負担金 0
（3） 長期前受金戻入 0
（4） 雑収益 17,000 17,000

4．営業外費用

（1） 支払利息及び企業債取扱諸費 2,852,318
（2） 雑支出 0 2,852,318 △ 2,835,318

経常利益 107,100,367

5．特別利益

（1） 過年度損益修正益 0
（2） その他特別利益 0 0

6．特別損失

（1） 過年度損益修正損 0
（2） その他特別損失 0 0 0

当期純利益 107,100,367
前年度未処分利益剰余金 46,166,795

上半期（令和5年4月1日～令和5年9月30日)



(3)貸借対照表
単位：円

(税抜き)
資　産　の　部
1．固定資産

（1） 有形固定資産
イ 土地 82,704,895
ロ 建物 121,291,716

〃減価償却累計額 △ 77,796,532 43,495,184
ハ 構築物 3,938,767,254

〃減価償却累計額 △ 1,552,805,059 2,385,962,195
ニ 機械及び装置 1,158,509,482

〃減価償却累計額 △ 731,469,111 427,040,371
ホ 車両及び運搬具 2,882,831

〃減価償却累計額 △ 2,242,229 640,602
ヘ 工具器具備品 8,542,524

〃減価償却累計額 △ 7,298,400 1,244,124
ト 建設仮勘定 182,661,728

有形固定資産合計 3,123,749,099

固定資産合計 3,123,749,099

2．流動資産
（1） 現金預金 927,548,922
（2） 未収金 2,926,650
（3） 貸倒引当金 △ 135,256 2,791,394
（4） 貯蔵品 6,337,424

流動資産合計 936,677,740

資産合計 4,060,426,839

負　債　の　部
3．固定負債

（1） 企業債
イ 建設改良費等の財源に

充てるための企業債 868,721,103
企業債合計 868,721,103

（2） 引当金
イ 退職給付引当金 0
引当金合計 0

固定負債合計 868,721,103



4．流動負債
（1） 企業債

イ 建設改良費等の財源に
充てるための企業債 50,496,500

企業債合計 50,496,500

（2） 未払金 7,839,791

（3） 預り金 0

（4） 引当金
イ 賞与引当金 0
引当金合計 0

流動負債合計 58,336,291

5．繰延収益
（1） 長期前受金

イ 受贈財産 126,365,895
収益化累計額 △ 73,149,131 53,216,764

ロ 補助金 70,316,058
収益化累計額 △ 62,706,074 7,609,984

ハ 工事負担金 43,087,216
収益化累計額 △ 27,117,834 15,969,382

ニ 他会計補助金 38,447,987
収益化累計額 △ 36,525,590 1,922,397

ホ 補償金 32,145,318
収益化累計額 △ 10,195,793 21,949,525

長期前受金合計 100,668,052

繰延収益合計 100,668,052

負債合計 1,027,725,446

資　　本　　の　　部

6．資　本　金
（1） 自己資本金

イ 固有資本金 29,936,968
ロ 組入資本金 1,758,321,926

自己資本金合計 1,788,258,894

資本金合計 1,788,258,894

7．剰　余　金
（1） 資本剰余金

イ 受贈財産評価額 9,011,882
ロ 補助金 29,337,325
ハ 他会計補助金 12,146,470
ニ 工事負担金 4,358,660
ホ 補償金 200,321,000

資本剰余金合計 255,175,337



（2） 利益剰余金
イ 減債積立金 286,000,000
ロ 建設改良積立金 470,000,000
ハ 災害準備積立金 80,000,000
ニ 当年度未処分利益剰余金 153,267,162

１）当期純利益 107,100,367
２）前年度未処分利益剰余金 46,166,795
３）その他未処分利益剰余金変動額 0

利益剰余金合計 989,267,162

剰余金合計 1,244,442,499

資本合計 3,032,701,393

負債資本合計 4,060,426,839

＜注記＞
Ⅰ 重要な会計方針に係る事項に関する注記

本会計は地方公営企業会計基準を適用して、財務諸表等を作成している。
1.固定資産の評価基準及び評価方法

・固定資産　　取得原価による。
2．固定資産の減価償却の方法

・有形固定資産　　定額法による。
・主な耐用年数

建物 24年～65年
構築物 10年～60年
機械及び装置 8年～20年
車両及び運搬具 5年
工具器具備品 2年～10年

3．たな卸資産の評価基準及び評価方法
・貯蔵品　　最終仕入原価法による。

4．引当金の計上方法
・貸倒引当金

債権の不納欠損による損失に備えるため、実積率等による回収不能見込み額を計上している。
・退職給付引当金

長崎県市町村総合事務組合に対し、一定の負担額を支払うため、退職給付引当金は計上しない。
5．その他会計に関する書類作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理
・消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式による。

Ⅱ 貸借対照表に関する注記
1．企業債の償還に係る他会計の負担

・貸借対照表に計上されている企業債（当該事業年度の末日の翌日から起算して1年内に償還予定
 のものも含む）のうち、他会計が負担すると見込まれる額はありません。

Ⅲ セグメント情報の開示
１．本会計は水道事業のみを実施している。



(4)キャッシュ・フロー計算書

単位：円
(税抜)

（間接法）
キャッシュ・フロー項目
Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー
　　　当年度純利益 107,100,367
　　　減価償却費 0
　　　退職給付引当金の増加額 0
　　　貸倒引当金の増加額 0
　　　賞与引当金の増加額 △ 3,539,000
　　　長期前受金戻入額 0
　　　受取利息及び受取配当金 0
　　　支払利息 2,852,318
　　　固定資産除却損 0
　　　未収金の減少額 34,596,397
　　　未払金の減少額 7,012,409
　　　たな卸資産の増加額 0
　　　　　小計 148,022,491
　　　利息及び配当金の受取額 0
　　　利息の支払額 △ 2,852,318
　　業務活動によるキャッシュ・フロー 145,170,173

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー
　有形固定資産の取得によるキャッシュ・フロー △ 47,826,983
　国庫補助金等による収入 531,000
　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 47,295,983

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー
　建設改良等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 50,258,685
　財務活動によるキャッシュ・フロー △ 50,258,685

Ⅳ　資金増加（減少）額 47,615,505
Ⅴ　資金期首残高 879,933,417
Ⅵ　資金期末残高 927,548,922

＜注記＞
Ⅰ重要な会計方針に係る事項に関する注記

平成26年度より、改定後の地方公営企業会計基準を適用して、財務諸表等を作成している。
・消費税等の会計処理
　消費税及び地方消費税の会計方式は税抜方式による。

Ⅱ予定キャッシュ・フロー計算書に関する注記
　重要な非資金取引はありません。


